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出雲弥生の森博物館だより
I Z U M O 　 Y A Y O I N O M O R I 　 M U S E U M

季 刊 弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 27 号 （2017 年 10 月）

よすみちゃん

第27号

10
月
18
日
（
水
）
～
2
月
5
日
（
月
）

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

日
本
遺
産
認
定
記
念

「
日
が
沈
む
聖
地
の
考
古
学
」

【
入
場
無
料
】

遺跡の位置

　

今
年
４
月
、「
日
が
沈
む
聖
地
出
雲

～
神
が
創
り
出
し
た
地
の
夕
日
を
巡
る

～
」
が
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
遺
産
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅

力
や
特
色
を
通
じ
て
我
が
国
の
文
化
・

伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
文
化
庁
が

認
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
日
が
沈
む
聖
地
出
雲
」
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
支
え
る
構
成
文
化
財
は
、
日
本

遺
産
の
認
定
を
契
機
に
次
第
に
注
目
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
舞
台

に
は
構
成
文
化
財
の
他
に
も
、
稲い

な
さ佐
遺

跡
、
ひ
ろ
げ
遺
跡
、
高た

か
ま
が
は
ら

天
原
古
墳
、
鷺

浦
古
墓
な
ど
、
特
徴
的
な
文
化
財
が
あ

り
ま
す
。今
回
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
で
は
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
れ
ら
の
遺

跡
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て
紹
介

し
ま
す
。

稲
佐
遺
跡（
大
社
町
杵
築
北
）

　

１
９
４
４（
昭
和
19
）年
に
遺
物
が
採

取
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
遺
跡
の

存
在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
遺
物

は
弥
生
時
代
後
期（
３
世
紀
頃
）か
ら
古

墳
時
代
前
期（
４
世
紀
頃
）に
か
け
て
の

土
器
が
多
く
、
こ
の
遺
跡
周
辺
で
集
落

が
出
現
し
た
時
期
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
「
国
譲
り
神
話
」
の
舞
台
で
あ
る
稲

佐
の
浜
に
隣
接
す
る
遺
跡
と
し
て
興
味

深
く
、
出
土
品
は
市
の
指
定
文
化
財
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ひ
ろ
げ
遺
跡（
大
社
町
日
御
碕
）

　

県
道
大
社
日
御
碕
線
改
良
に
伴
い
、

平
成
８
年
に
現
在
の
赤
石
ト
ン
ネ
ル
が

抜
け
る
丘
陵
の
海
側
斜
面
で
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
弥
生
時
代
後
期（
３
世
紀

頃
）か
ら
奈
良
時
代（
８
世
紀
頃
）の
土

器
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

急
峻
な
山
腹
の
裾
部
に
祭
壇
状
の
遺

構
の
ほ
か
、
火
を
使
用
し
た
痕
跡
や
赤

く
塗
ら
れ
た
土
器
な
ど
が
見
つ
か
っ
た

こ
と
か
ら
祭
祀
遺
跡
と
さ
れ
、
こ
の
地

の
「
祈
り
」
の
様
相
を
示
す
遺
跡
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
天
原
古
墳（
大
社
町
日
御
碕)

　

中
山
湾
の
北
西
か
ら
海
に
向
か
っ
て

舌
状
に
延
び
る
丘
陵
で
は
、
昭
和
20
年

代
に
古
墳
時
代
後
期（
６
世
紀
後
半
）の

須
恵
器
や
大
き
な
石
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
古
墳
の
存
在
を
示
唆
す

る
と
さ
れ
、
こ
の
地
点
は
地
名
に
基
づ

き
「
高
天
原
古
墳
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
の

世
界
観
を
彷
彿
と
さ
せ
る
こ
の
地
名

は
、
そ
の
由
来
が
い
か
な
る
も
の
か
興

味
を
駆
り
立
て
ま
す
。

鷺
浦
古
墓（
大
社
町
鷺
浦)

　

古
い
記
録
が
残
っ
て
お
り
１
８
８
１

（
明
治
14
）年
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
埋
ま
っ
て
い
た
蓋
の
付
い

た
壺
は
、
信し

が
ら
き楽
焼
の
壺
に
備
前
焼
の
鉢

を
蓋
に
し
た
も
の
で
、
記
録
に
よ
る
と

「
壺
ノ
側
ニ
人
骨
ト
思
ワ
シ
キ
モ
ノ
」

が
埋
め
て
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
壺
と
鉢
は
市
の
指
定
文
化
財

で
、
埋
め
ら
れ
た
時
期
は
戦
国
時
代
末

（
16
世
後
半
）か
ら
江
戸
時
代
初
頭（
17

世
紀
初
め
）と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
海
岸
線
の
話
題
性
に
富

む
遺
跡
を
、
出
土
品
や
写
真
を
交
え
て

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ま
の
ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（

三
原
一
将
）
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第27号

発
掘
出
土
品
の
整
理
作
業

★
速
報
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
紹
介

★
研
究
ノ
ー
ト
⑲ 

企
画
展

　

当
博
物
館
は
、
西
谷
墳
墓
群
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
施
設
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も

様
々
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
博
物

館
と
し
て
の
展
示
や
管
理
業
務
だ
け
で

は
な
く
、
有
形
無
形
の
文
化
財
保
護
に

関
す
る
こ
と
や
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護

や
発
掘
に
関
係
す
る
業
務
な
ど
も
、
館

内
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
に
入
り
正
面
右
側
を
見
る
と
、

大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
が
目
に
入
り
ま
す
。

　

来
館
さ
れ
た
お
客
様
か
ら
、
時
々
、

「
何
の
作
業
を
し
て
い
る
の
か
」「
あ
の

道
具
は
何
か
」
な
ど
の
質
問
を
受
け
る

こ
と
か
ら
、
現
在
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
見

え
る
作
業
の
内
容
を
、
パ
ネ
ル
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ネ
ル
と
職
員
の

使
っ
て
い
る
道
具
を
見
比
べ
て
も
ら
う

と
、
何
の
作
業
を
し
て
い
る
の
か
、
よ

く
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

作
業
を
し
て
い
る
職
員
は
、
ガ
ラ
ス

越
し
に
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
す
が
、
集
中
す
る
あ
ま
り
見
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

作
業
に
集
中
し
て
、
ふ
と
ガ
ラ
ス
窓

に
目
を
や
る
と
、
こ
ち
ら
を
熱
心
に
見

て
い
る
お
客
様
と
眼
が
合
い
、
び
っ
く

　

市
文
化
財
課
に
よ
る
神
社
建
造
物
調

査
の
一
環
で
、
波は

か迦
神
社
を
調
査
し
た

際
、
同
社
に
25
点
の
棟む

な
ふ
だ札
が
現
存
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

棟
札
と
は
、
建
物
の
名
称
や
施
主
、

上
棟
の
年
月
日
を
記
し
て
建
物
の
棟
木

に
打
ち
付
け
る
板
の
こ
と
で
す
。

　

波
迦
神
社
の
棟
札
を
詳
し
く
調
べ
た

と
こ
ろ
、
１
５
５
１（
天
文
20
）年
と

１
６
０
４（
慶
長
9
）年
の
棟
札
に
、『
出

雲
国
風
土
記
』
の
記
事
が
一
部
引
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
合

祀
さ
れ
る
日

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
命
と
神
社
が
所
在
す

る
建た

け
る
べ
の
さ
と

部
郷
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た

文
章「
こ
の
社
の
峯み

ね

に
天
降
り
坐
し
て
」

が
、『
出
雲
国
風
土
記
』
建
部
郷
条
の

文
章「
そ
の
山
の
峯
に
天
降
り
坐
し
て
」

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
で
す
。

　
「
天
降
り
坐
す
」は『
出
雲
国
風
土
記
』

『
出
雲
国
風
土
記
』

　
　
　
　
　

  

を
引
用
し
た
棟
札

【
出
雲
市
斐
川
町
三
絡
・
波
迦
神
社
】

り
し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
部
屋
で
い
っ
た
い
何
の

作
業
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
発
掘

現
場
か
ら
持
ち
帰
っ
た
土
器
な
ど
を
洗

浄
し
た
り
接
合
し
た
り
と
い
っ
た
整
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
中
は
、
出
雲
市
湖
陵
町
常
楽
寺

の
、
京き

ょ
う
で
ん田遺
跡
か
ら
出
土
し
た
縄
文
土

器
の
整
理
作
業
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

縄
文
土
器
の
破
片
が
部
屋
一
面
に
並
び

ま
す
の
で
、
こ
の
様
子
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
（
原　

俊
二
）

で
よ
く
見
ら
れ
る
文
句
で
「
峯
」
字
も

共
通
す
る
こ
と
か
ら
、『
出
雲
国
風
土

記
』
を
参
考
に
作
っ
た
可
能
性
が
高
い

と
言
え
ま
す
。

　

７
３
３（
天
平
5
）年
に
出
雲
国
で
ま

と
め
ら
れ
た
『
出
雲
国
風
土
記
』
で
す

が
、
江
戸
時
代
の
１
６
３
４（
寛
永
11
）

年
に
、
尾
張
藩
主
徳
川
義
直
が
日
御
碕

神
社
へ
こ
れ
を
奉
納
す
る
ま
で
は
、
出

雲
国
内
で
の
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
存

在
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
確
認
し
た
棟
札
は
寛
永
以
前
の

も
の
で
、
江
戸
時
代
ま
で
の
出
雲
国
に

お
い
て
、『
出
雲
国
風
土
記
』
が
ど
の

よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
手
が
か
り
と
な
る
資

料
と
言
え
ま
す
。

（
髙
橋　

周
）

慶
長
9
年
の
棟
札

2
行
目
下
段
に

「
此こ

の
や
し
ろ
み
ね

社
峯
〈
仁に

〉
天あ
ま
く
だ
り
ざ

降
坐
〈
志し

て弖
〉」

と
見
え
る
。

ここから作業の様子が見えます
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第27号

★
日
本
遺
産

★
第
52
回
出
雲
市
無
形
文
化
財
発
表
会

　

無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
神

楽
や
獅
子
舞
な
ど
、
地
域
の
誇
る
伝
統

芸
能
が
一
堂
に
会
し
て
上
演
し
ま
す
。

神
話
の
ふ
る
さ
と
「
出
雲
」
に
息
づ
く

技
と
心
を
体
感
く
だ
さ
い
。

●
時
間　

10
時
～
15
時
30
分

　
　
　
　
（
開
場　

９
時
30
分
）

●
場
所　

ス
サ
ノ
オ
ホ
ー
ル（
佐
田
町
）

●
入
場
料　

前
売
り　

４
０
０
円

　
　
　
　
　

当　

日　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下　

無
料

※
当
博
物
館
で
前
売
券
販
売
し
ま
す
。

日
が
沈
む
聖
地
出
雲
の
文
化
財

（
第
１
回
）

　

今
春
「
日
本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た

「
日
が
沈
む
聖
地
出
雲
」
は
、
23
件
の

文
化
財
と
と
も
に
つ
む
ぐ
「
夕
日
」
に

ま
つ
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
そ
の
舞

台
は
、出
雲
市
北
西
部
の
海
岸
線
で
す
。

南
か
ら
北
に
進
む
に
つ
れ
、
白
砂
の
砂

浜
が
、
岩
肌
む
き
出
し
の
荒
磯
へ
と
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
す
る
様
子
は
、
ま

さ
に
神か

み
わ
ざ業
と
例
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
景

観
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
、
ス

ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る
文
化
財
の
魅
力

を
エ
リ
ア
毎
に
ご
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

～
大
社
・
稲
佐
の
浜
エ
リ
ア
～

①
稲
佐
の
浜

　
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
描
か
れ

た
国
譲
り
神
話
の
舞
台
。
出
雲
大
社
か

ら
は
約
１
㎞
と
い
う
近
さ
で
す
。
夕
暮

れ
時
の
稲
佐
の
浜
に
立
つ
と
、
紅
に
染

ま
る
空
が
渚
に
た
た
ず
む
弁
天
島
の
シ

ル
エ
ッ
ト
を
際
立
た
せ
、
幻
想
的
な
光

景
が
広
が
り
ま
す
。

稲佐の浜の夕日

日本遺産のエリア

②
出
雲
大
社
本
殿
ほ
か

　

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
が
国
譲
り
と
ひ
き
か

え
に
建
立
を
求
め
た
社や

し
ろ。『
日
本
書
紀
』

で
は
「
天あ

め
の
ひ
す
み
の
み
や

日
隅
宮
」
と
呼
ば
れ
、「
日

が
沈
む
聖
地
に
建
つ
宮
」
を
意
味
し
ま

す
。
国
宝
・
本
殿
の
内
部
で
は
、
御ご

し
ん神

座ざ

が
夕
日
の
沈
む
西
を
向
い
て
い
ま

す
。
境
内
に
は
全
国
の
神
々
を
迎
え
た

際
の
宿
舎
と
な
る
十
九
社
な
ど
多
く
の

社
殿
が
あ
り
ま
す
。

③
神か

み
む
か
え迎
神
事

　

旧
暦
10
月
10
日
の
夕
刻
に
、
稲
佐
の

浜
で
執
り
行
わ
れ
る
出
雲
大
社
の
神

事
。
こ
の
神
事
に
よ
り
八や

お
よ
ろ
ず

百
万
の
神
々

が
全
国
か
ら
出
雲
に
参
集
し
、「
神か

み
は
か議

り
」
と
い
わ
れ
る
縁
結
び
の
会
議
を
行

11
月
19
日
（
日
）

う
と
さ
れ
ま
す
。
旧
暦
10
月
を
全
国
的

に
は
「
神か

ん
な
づ
き

無
月
」
と
い
い
ま
す
が
、
こ

こ
出
雲
で
は
「
神か

み
あ
り
づ
き

在
月
」
と
呼
び
ま
す
。

④
上か

み
の
み
や宮

　

出
雲
大
社
の
摂
社
で
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
神
々
が
「
神
議
り
」
を
さ
れ
る

と
い
う
社
で
す
。
旧
暦
10
月
11
日
か
ら

の
７
日
間
は
こ
の
社
で
神
在
祭
が
行
わ

れ
、
人
々
は
歌
舞
音
曲
を
控
え
静
か
に

過
ご
し
ま
す
。

⑤
大お

お
ど
ち
か
ぐ
ら

土
地
神
楽

　

大
土
地
荒
神
社
の
氏
子
に
よ
り
三
百

年
以
上
伝
承
さ
れ
て
き
た
出
雲
神
楽
。

神
社
の
例
祭
で
は
夕
刻
か
ら
夜
を
徹
し

て
舞
わ
れ
る
ほ
か
、
近
年
で
は
稲
佐
の

浜
で
の
「
夕ゆ

う
こ
く
か
が
り
び
ま
い

刻
篝
火
舞
」
で
伝
統
の
技

を
披
露
し
て
い
ま
す
。

⑥
屏び

ょ
う
ぶ風
岩

　

稲
佐
の
浜
か
ら
50
ｍ
ほ
ど
東
に
入
っ

た
山
手
に
あ
る
岩
。
こ
の
岩
陰
で
オ
オ

ク
ニ
ヌ
シ
が
「
国
譲
り
」
の
話
し
合
い

を
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

　

出
雲
神
話
に
ち
な
ん
だ
神
社
や
登
場

地
を
巡
っ
て
、
日
が
沈
む
聖
地
の
祈
り

の
歴
史
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
伊
藤
は
る
か
）

神楽「大蛇」の一場面子ども神楽

獅子舞



4

（発行）出雲弥生の森博物館
2017年10月

〒 693-0011
島根県出雲市大津町2760

（TEL） 0853-25-1841
（FAX） 0853-21-6617
（E-mail） yayoi@city.izumo.shimane.jp
http://www.city.izumo.shimane.jp/yayoinomori
● 入 館 料 / 無 料
● 開館時間 / 9：00～17：00
　　　　　　（入館は16：30 まで）
● 休 館 日 / 火曜日
　　　　　　（祝日の場合は翌平日）
　　　　　　年末年始

第27号

★
講
座
・
教
室
の
ご
案
内

★
博
物
館
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

▼
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
職
員
リ
レ
ー
講
座

　

出
雲
の
文
化
財
や
歴
史
、
最
新
の
発

掘
成
果
に
つ
い
て
、
文
化
財
課
の
職
員

が
わ
か
り
や
す
く
語
り
ま
す
。

10
月
７
日
（
土
）

徹
底
解
説
！
日
本
遺
産

　
　
　
　
　「
日
が
沈
む
聖
地
出
雲
」

　
【
講 

師
】
三
原
一
将

10
月
21
日
（
土
）

上
塩
冶
築
山
古
墳
の
実
像

　
【
講 

師
】
坂
本
豊
治

▼
館
長
講
座

11
月
11
日
（
土
）

と
ぶ
と
り
の
飛
鳥
と

　
　
　
や
く
も
た
つ
出
雲
　
そ
の
一

1
月
13
日
（
土
）

と
ぶ
と
り
の
飛
鳥
と

　
　
　
や
く
も
た
つ
出
雲
　
そ
の
二

　
【
講
師
】
花
谷　

浩
（
当
館
館
長
）

右
の
講
座
は
い
ず
れ
も

　

●

時　

間　

14
時
～
16
時

　

●

会　

場　

た
い
け
ん
学
習
室

　

●

受
講
料
３
０
０
円　
●

定
員
80
名

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
博
物
館
Ｈ
Ｐ
等
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
秋
の
体
験
教
室

弥
生
人
の
方
法
で
ご
飯
を
炊
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
食
べ
て
み
よ
う
！

11
月
18
日
（
土
）
14
時
～
16
時

　
【
講　

師
】
濵
野
浩
美 

氏

　
　
　
　
　
（
米
子
市
教
育
委
員
会
）

　
●

参
加
無
料　
●

募
集
人
数
20
名

　
●

集
合
場
所　

た
い
け
ん
学
習
室

　

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
電
話
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

夏
の
企
画
展
で
は
「
解
明
！
古
代
の

『
出
雲
郡
』」
を
開
催
し
ま
し
た
。
出
雲

市
と
い
う
行
政
地
名
の
起
り
は
、
古
代

の
地
名
で
あ
る
出
雲
国
出
雲
郡
出
雲
郷

に
あ
り
ま
す
。
斐
川
町
出
西
あ
た
り
が

そ
の
エ
リ
ア
に
あ
た
る
こ
と
は
、
今
回

の
展
示
か
ら
も
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た

で
し
ょ
う
。

　

近
代
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
行
政

地
名
は
廃
止
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

１
８
９
６（
明
治
29
）年
、
出
雲
・
神
門
・

楯
縫
の
三
郡
が
合
併
し
て
「
簸ひ

の
か
わ川
郡
」

と
な
り
ま
し
た
。
日
清
戦
争
が
終
結
し

た
翌
年
の
こ
と
で
し
た
。

　

出
雲
市
の
前
身
と
な
る
「
出
雲
町
」

が
で
き
た
の
は
１
９
４
１（
昭
和
16
）年

2
月
11
日
の
こ
と
で
し
た
。
今
市
・
大

津
な
ど
九
町
村
が
合
併
し
、
そ
の
年
の

11
月
3
日
に
市
制
施
行
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
初
の
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
開
票

は
12
月
7
日
、
旧
日
本
軍
が
真
珠
湾
攻

撃
を
行
う
前
日
の
こ
と
で
し
た
。「
古

代
の
ロ
マ
ン
」
を
さ
そ
う
市
名
「
出
雲
」

で
す
が
、
そ
の
誕
生
の
背
景
に
は
当
時

の
不
安
な
世
相
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶

し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

記
憶
と
い
え
ば
、文
化
庁
主
催
の「
発

掘
調
査
さ
れ
た
日
本
列
島
二
〇
一
七
」

展
覧
会
に
は
、
徳
島
県
海
陽
町
に
あ
る

　

こ
ん
に
ち
は
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
で
す
。

　

今
回
は
、
市
内
に
あ
る
、
魅
力
的
な

古
墳
を
紹
介
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
出
雲
市
駅
東
約
８
０
０
ｍ
に
あ

る
今
市
大
念
寺
古
墳
。
出
雲
で
最
大
規

模
の
前
方
後
円
墳
で
、
石
室
内
の
家
形

石
棺
は
国
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
入

る
大
き
さ
で
す
。
他
に
も
、
規
模
や
大

き
さ
な
ど
、
職
人
の
技
が
光
る
石
室
の

壁
や
石
棺
。
入
り
口
や
内
部
の
様
子
な

ど
、
様
々
な
特
徴

を
持
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
古
墳

巡
り
を
楽
し
む
の

に
も
よ
い
季
節
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
深
ま
り
ゆ
く
出
雲

の
秋
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

石
碑
の
写
真
と
拓
本
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
石
碑
に
は
、
１
６
０
５
年
に

こ
の
地
を
襲
い
百
人
余
り
の
命
を
奪
っ

た
津
波
の
記
録
と
、
そ
の
１
０
２
年
後

に
再
び
襲
わ
れ
た
も
の
の
、
一
人
の
死

者
も
出
さ
な
か
っ
た
事
実
と
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
記
憶
を
石
碑
と
い
う
記
録

で
残
し
、
後
世
の
災
害
を
未
然
に
防
い

だ
先
人
の
知
恵
に
感
嘆
し
ま
し
た
。

　

6
年
前
の
東
日
本
大
震
災
は
、
平
安

時
代
の
８
６
９
年
に
起
き
た
貞
観
地
震

と
震
源
域
が
近
似
し
て
い
る
と
い
わ
れ

ま
し
た
。
貞
観
地
震
の
11
年
後
、
こ
こ

出
雲
で
大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
寺

社
や
役
所
や
民
家
が
倒
壊
し
、
余
震
が

一
週
間
も
続
い
た
と
記
録
に
あ
り
ま

す
。「
出
雲
地
震
」
と
も
い
わ
れ
る
こ

の
災
害
、
さ
て
、
ど
れ
だ
け
私
た
ち
の

記
憶
に
残
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。


